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2 Ea- 1
有配偶女性の自尊感険

松岡英子 ○小結 御子（ ⑩i 大 ）

【目的】複 鉦偶甜 生か自分の生き方を大切にしていく上で、自尊崩 青ば大きな影響力をもつ と考

えられる。之ci ま夫婦づ 満 吐および 妻の四 識ろ>自尊感 情とどのような関係にあ

るかを検討した上で、有配偶女性の自尊m 青を規定 する要因について明らかにする。

【方法】自尊感 情は、Rosenberg のスケールを参考にして、自分には長所がたくさんあると思う、

自分自身に対して肯定的であると思う、などの８項目を加算尺度として用いた 影響要因 として、

却 帚の社会的属吐(12 項目)、妻の意譲 自己優先意欲 伝統 約家意欲 妻アイデンティティーなど)、

家庭での出来 事、夫婦生活と社会活動(夫の家事参加、夫婦の情緒的サポート、活動･集 会への参

加 などを取り上げた。

【結 果】複 眼 胎 教 の自尊感 情のChronbach's ａは.74 であった。自心 的尉 生の影

響を見ると、妻の剽 勁 塙 い(短大卒業以上のもの)ほど、妻の収入 や世肪の収入が多いほど自尊

感 情 得 脂 塙 　 豺 媛 力 脚 を 芦 た

自己優先意識(｢自分だけの時間を碓傍 するべきだ｣などの ５項目の力曝 尺度)が強いほど、家庭生

活におけるストレスとなるような出来 事が少ないほど、白梅 兪冑が高い傾向にある。さらに夫婦

相互のt青■m約サポート(半日互援助、相互 理解などの12 項目の加算尺洵 が多いほど、妻の自尊感 情

が高いことが明らかになった。

2 Ea- 2 夫婦の情緒的 サポートとその関連要因

松岡英子、○森下房枝(信州大)

【目的】有 配偶女性が精神的 安定を得るうえで、夫婦の情緒的なサポートは大きな影響力

を持つと考えられる。本研究 では、夫婦を若年･ 中年･高齢に区分し､ 各 世代における夫婦

の情緒 的サポートに影響を及ぼしている要因を明らかにし､あわせて夫婦の情緒的サポート
と妻の心的ストレス反応との関係を探ることを目的とする。

【方法】夫婦の情緒的サポートは、夫は心配 事を聞いてくれる、私は心配事を聞いてあげる

など12 項 目を加算 尺度として用いた｡影 響要 因として､夫婦の社会的属性、夫 婦関係(夫

婦 同伴 性、夫の家事参加)､ 妻の価値 観(妻アイデンティティー､伝統的家意識、自己優先

意識)､ 家 庭内ストレッサーなどを取り上げた。

【結果】各 世代における夫婦の情緒的サポートのChronbach's　 ａは、.91 以上であり、平

均 得点は若 年3.1 点、中年2.9 点、高齢3.2 点と差 異は見られなかった｡夫婦の情緒的

サポートへの社会的属性(12 変数)の影響を見ると､高齢の夫婦はいずれにも影響を受けて

いなかったが、若年及び中年の夫婦では妻の就業形態に影響を受けていた。夫 婦関係に

ついては、世代に関わりなく夫の家 事参加が多いほど､夫 婦同伴性が高いほど夫婦の情 緒

的サポートが良 好であることが明らかになった。妻の価値観については､若年及び中年の夫

婦では妻アイデンティティーが強いほど、高年夫婦では伝 統的家 意識が強いほど夫婦の情

緒的サポート得点が高かった。各世代における、夫婦の情緒的サポートに最も強く影 響を与

えているのは、夫婦同伴性であった。さらに､夫 婦の情緒的サポートは世代に関わりなく妻の

心的ストレス反応に強い影響を及ぼしていた。
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